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一
、
は
じ
め
に

五
攝
家
筆
頭
の
近
衞
家
に
は
國
寶
『
御
堂
關
白
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
多
數
の
典

籍
が
傳
來
し
、
現
在
は
一
般
財
團
法
人
陽
明
文
庫
が
繼
承
保
存
し
て
い
る
。
ま
た
陽

明
文
庫
設
立
時
に
京
都
大
學
に
寄
贈
さ
れ
た
二
一
九
部
三
一
五
〇
册
は
、
近
衞
文
庫

と
し
て
京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
に
收
藏
さ
れ
て
い
る①
。
就
中
、
漢
籍
は
陽
明
文
庫
に

約
二
百
點
、
近
衞
文
庫
に
約
百
四
十
點
。
萬
を
も
っ
て
數
え
る
典
籍
資
料
の
な
か
で

は
微
々
た
る
點
數
だ
が
、
近
衞
家
と
い
う
家
柄
に
相
應
し
く
、
思
想
、
歷
史
、
類
書
、

藝
術
な
ど
を
對
象
と
し
た
、
極
め
て
正
統
的
な
集
書
で
あ
り
、
ま
た
善
本
が
多
い②
。

そ
の
大
部
分
は
江
戶
時
代
、
第
二
十
一
代
當
主
近
衞
家

（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
）

の
集
書
に
係
る
と
言
っ
て
よ
い
。

家

は
近
衞
家
當
主
と
し
て
は
當
然
の
こ
と
な
が
ら
朝
儀
に
與
り
、
關
白
、
攝
政

と
累
進
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
文
化
人
と
し
て
も
尊
敬
を
集
め
た
。
必
須
の
敎
養
で

あ
っ
た
和
歌
・
漢
詩
は
も
ち
ろ
ん
、
學
者
と
し
て
は
律
令
を
硏
究
し
て
『
大
唐
六
典
』

の
校
訂
刊
行
が
あ
り
、
茶
人
と
し
て
は
『
茶
湯
之
記
』
に
三
百
八
回
の
茶
會
を
記
錄

し
、
茶
杓
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
殘
し
、
繪
で
は
精
緻
な
『
花
木
眞
寫
』
を
描
き
、
書

で
は
『
大
手
鑑
』
を
制
作
し
て
國
寶
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
能
書
家
と
し
て
最
も
有

名
で
一
家
言
を
持
ち③
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
は
「
近
衞
家

公
遺
墨
展
覽
會
」

が
京
都
博
物
館
に
お
い
て
開
か
れ
て
い
る④
。
家

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
家

好
み

と
稱
さ
れ
る
美
し
い
表
裝
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
鈔
本
に
お
い
て
も
打
曇
り
や
空

押
し
、
雲
母
引
き
な
ど
の
裝
飾
的
な
表
紙
を
つ
け
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
筆
跡
の
美

し
さ
を
賞
贊
さ
れ
て
も⑤
、
テ
キ
ス
ト
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
無
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
書
物
と
し
て
の
價
値
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
そ
の
生
涯
を
槪
觀
し
た
後
、
家

が
關
わ
っ
た
漢
籍
の
鈔
本
の

な
か
か
ら
そ
の
全
部
を
鈔
寫
し
た
も
の
を
紹
介
し
て
、
家

の
集
書
と
漢
學
の
一
端

を
見
た
い
。二

、
家

の
略
傳
と
集
書

家

の
生
涯
は
、
綠
川
明
憲
氏
が
そ
の
綿
密
な
調
査
で
書
き
あ
げ
た
大
册
『
豫
樂

院
鑑　

近
衞
家

公
年

』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
二
年
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

以
下
に
、
綠
川
氏
の
成
果
に
よ
っ
て
家

の
略
傳
を
示
す
。

家

は

文
七
年
（
一
六
六
七
）
六
月
四
日
、第
二
十
代
當
主
近
衞
基
（
一
六
四
八

〜
一
七
二
二
）
の
第
一
男
兒
と
し
て
誕
生
し
た
。
母
は
品
宮
常
子
內
親
王
（
一
六
四
二

〜
一
七
〇
二
）
で
、
前
年
に
姉
の

子
（
一
六
六
六
〜
一
七
四
一
）
が
生
ま
れ
て
い
る
。

母
方
の
祖
父
は
後
水
尾
院（
一
五
九
六
〜
一
六
八
〇⑥
）で
あ
る
。
延
寶
七
年（
一
六
七
九
）

十
三
歲
で
靈
元
院
皇
女
の
憲
子
內
親
王
（
一
六
六
九
〜
八
八
）
と
婚
姻
。
同
母
姉
の

子
も
同
年
、
甲
府
藩
主
の
德
川
綱
豐
（
一
六
六
二
〜
一
七
一
二
、
後
の
六
代
將
軍
家
宣
）

と
の
婚
姻
に
よ
り
、江
戶
へ
向
か
っ
た
。
憲
子
內
親
王
は
天
和
三
年（
一
六
八
三
）十
二

月
に
降
嫁
し
、
嫡
子
の
家
久
を
出
產
し
た
が
、
そ
の
翌
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
四
月
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に
病
沒
し
た
。
の
ち
元
祿
十
年
（
一
七
〇
三
）
に
は
母
の
上
臈
だ
っ
た
女
性
が
家

に

奉
公
先
を
變
え
て
お
つ
ま
（
一
六
八
四
〜
一
七
一
五
）
と
改
名
し
、
男
女
七
人
の
子
を

も
う
け
る
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、家

は
延
寶
元
年
（
一
六
七
三
）
十
一
月
に
七
歲
で
元
服
す
る
と
卽
日
從
五

位
上
に
敘
せ
ら
れ
た
の
を
初
め
に
、貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
三
月
二
十
歲
で
內
大
臣
、

元
祿
六
年
（
一
六
九
三
）
八
月
に
右
大
臣
、
寶
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
一
月
に
左
大
臣
、

同
四
年
（
一
七
〇
七
）
十
一
月
に
四
十
一
歲
で
關
白
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
六
年

（
一
七
〇
九
）
六
月
、
東
山
院
が
讓
位
し
（
十
二
月
十
七
日
崩
御
）
ま
だ
九
歲
の
皇
太
子

が
中
御
門
院
と
な
る
と
、家

は
攝
政
と
な
り
、正
德
二
年
（
一
七
一
二
）
八
月
四
十
六

歲
ま
で
の
五
年
閒
、
攝
政
と
關
白
を
つ
と
め
た
。
こ
の
閒
、
關
白
と
な
っ
て
閒
も
な

い
寶
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
閏
正
月
に
は
富
士
山
が
噴
火
、三
月
八
日
に
は
京
都
に
大

火
が
起
こ
り
、
御
所
は
燒
失
。
家

は
騎
馬
し
て
か
け
つ
け
東
山
院
を
避
難
さ
せ
、

鎭
火
の
の
ち
も
近
衞
邸
を
假
皇
居
と
し
避
難
先
の
確
保
や
御
所
の
再
建
に
あ
た
っ

た
。
翌
寶
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
一
月
に
將
軍
綱
吉
が
死
去
す
る
と
、そ
の
養
嗣
子
と

な
っ
て
い
た
家
宣
が
五
月
に
六
代
將
軍
宣
下
を
受
け
、
姉
の

子
は
御
臺
所
と
な
っ

た
。
一
方
、
朝
廷
で
も
中
御
門
院
が
卽
位
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
卽
位
式
は
翌

七
年
十
一
月
に
行
わ
れ
、さ
ら
に
翌
年
の
正
德
元
年
（
一
七
一
一
）
一
月
一
日
の
院
の

元
服
式
で
は
家

が
加
冠
を
つ
と
め
た
。
卽
位
式
及
び
そ
れ
に
續
い
た
元
服
式
も
、

江
戶
か
ら
き
た
新
井
白
石（
一
六
五
七
〜
一
七
二
五
）が
拜
見
で
き
る
よ
う
取
り
計
ら
っ

て
い
る⑦
。
ち
な
み
に
新
井
白
石
は
、
家
宣
が
ま
だ
甲
府
藩
主
で
あ
っ
た
元
祿
六
年

（
一
六
九
三
）
か
ら
侍
講
と
し
て
仕
え
て
い
た
。

攝
政
關
白
を
辭
任
し
た
後
も
し
ば
ら
く
は
忙
し
く
、正
德
二
年
（
一
七
一
二
）
八
月
、

將
軍
家
宣
の
薨
去
に
と
も
な
う
第
七
代
家
繼
の
將
軍
宣
下
に
際
し
て
、
翌
年
三
月
江

戶
へ
下
向
、
四
月
の
宣
下
後
も
し
ば
ら
く
滯
在
し
て
新
井
白
石
ら
と
交
流
し
た
。
姉

の

子
は
天
英
院
と
號
し
て
七
代
將
軍
家
繼
の
母
（
生
母
は
喜
與
方
）
と
し
て
江
戶
城

に
殘
っ
た
。家

は
五
月
に
歸
邸
の
の
ち
隱
居
所
で
あ
る
河
原
御
殿
に
移
り
住
ん
だ
。

將
軍
家
で
は
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
四
月
末
に
家
繼
が
薨
去
、五
月
に
吉
宗
が
江

戶
城
本
丸
へ
入
っ
た
。
京
都
で
は
、
お
つ
ま
の
二
人
目
の
子
の
尙
子
が
十
一
月
に
中

御
門
院
女
御
と
な
り
、
同
五
年
一
月
一
日
今
出
川
の
近
衞
邸
に
お
い
て
、
第
一
皇
子

を
產
ん
だ
の
ち
、二
十
日
に
薨
去
し
た
。
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
前
後
か
ら
家

は

『
大
唐
六
典
』の
校
合
を
開
始
し
て
い
る
。
同
七
年
九
月
父
の
基

が
死
去
。
享
保
十

年
（
一
七
二
五
）
十
二
月
二
十
四
日
、
五
十
九
歲
で
出
家
し
、
豫
樂
院
眞
覺
の
法
號
を

名
乘
る
。
同
二
十
年
（
一
七
三
五
）
二
月
六
十
九
歲
の
家

は
、
准
三
后
の
辭
退
と
、

輿
で
の
參
內
、
宮
中
で
の

が
許
さ
れ
た
。
三
月
、
中
御
門
院
か
ら
櫻
町
院
へ
讓
位

が
行
わ
れ
た
。
家

に
と
っ
て
櫻
町
院
は
外
孫
で
あ
る
。
四
月
に
は
櫻
町
院
よ
り
、

新
年
號
の
文
字
に
關
す
る
內
々
の
敕
問
が
下
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
改
元
の

あ
っ
た
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
十
月
三
日
、七
十
歲
で
薨
去
し
た
。
家

の
在
世
期

閒
は
、
中
國
で
は
明
が
滅
亡
し
て
六
年
後
の
淸
の
康
熙
六
年
か
ら
乾
隆
元
年
ま
で
、

盛
ん
に
文
化
事
業
を
行
っ
た
康
熙
帝
お
よ
び
雍
正
帝
の
在
位
期
閒
に
ほ
ぼ
重
な
る
。

近
衞
家
で
は
家

薨
去
の
翌
年
に
家
久
も
世
を
去
り
、
內
前
が
當
主
と
な
っ
た
。
家

の
生
前
に
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
『
大
唐
六
典
校
訂
』
は
、
松
下
見
櫟
・
堀
南
湖
ら

に
よ
っ
て
完
成
を
見
、
元
文
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

以
上
の
家

の
生
涯
か
ら
は
、
そ
の
集
書
に
近
衞
家
の
資
金
力⑧
と
人
脈
と
が
大
い

に
力
を
發
揮
し
た
こ
と
が
容
易
に
推
察
で
き
よ
う
。
好
學
の
將
軍
家
宣
と
新
井
白
石

の
存
在
は
大
き
く
、『
豫
樂
院
鑑
』
に
よ
れ
ば
正
德
元
年
（
一
七
一
一
）
七
月
に
は
將

軍
家
宣
の
も
と
で
完
成
し
た
『
漢
隸
字
源
』『
李
嶠
雜
詠
』『
新
儀
式
』
等
の
新
寫
を
、

江
戶
滯
在
中
の
父
の
基

が
受
け
取
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
幕
府
や
林
家
の
藏
書
を

鈔
本
と
し
て
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
に
先
だ
っ
て
寶
永
七

年
（
一
七
一
〇
）
十
一
月
、中
御
門
院
の
卽
位
式
の
た
め
に
京
を
訪
れ
た
新
井
白
石
は
、

江
戶
に
戾
る
と
す
ぐ
に
嘉
靖
本
を
底
本
と
す
る
鈔
本
『
大
唐
六
典
』
を
家

に
送
っ

て
お
り⑨
、
正
德
三
年
（
一
七
一
三
）
家

が
江
戶
に
赴
い
た
際
に
は
、
書
物
を
貸
借
し

て
い
る
。
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一
方
、
薩
摩
や
長
崎
經
由
の
集
書
は
か
な
り
早
く
か
ら
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
元
祿

十
六
年
（
一
七
〇
三
）
六
月
二
十
日
、長
崎
の
大
通
詞
が
來
邸
、『
詩
經
』『
古
文
前
集
』

な
ど
を
見
、
ま
た
同
年
七
月
一
日
、
島
津
綱
貴
か
ら
明
・
英
宗
正
統
帝
筆
の
『
大
學

碑
』
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
下
っ
て
正
德
四
年
（
一
七
一
四
）
十
月
三
日
に
は
、琉
球
の

程
順
則
を
介
し
て
淸
・
閩
南
の
儒
者
王
登
瀛
に
揮
毫
を
依
賴
し
て
い
た
「
物
外
樓
」

額
が
屆
き
、河
原
御
殿
に
建
て
た
樓
に
揭
げ
て
い
る
。程
順
則（
一
六
六
三
〜
一
七
三
五
）

は
琉
球
の
士
族
で
、
淸
國
福
州
の
陳
元
甫
に
學
び
、
王
命
に
よ
り
首
里
の
官
制
な
ど

を
整
理
編
纂
し
た
儒
者
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
先
に
江
戶
に
お
い
て
、
福
州
で
私
費

刊
行
し
た
淸
・
范
鋐
撰
『
六
諭
衍
義
』
を
鹿
兒
島
藩
主
島
津
吉
貴
に
獻
上
し
て
い
る⑩
。

家

と
吉
貴
と
は
こ
の
二
年
前
に
そ
れ
ぞ
れ
長
子
家
久
と
娘
滿
姬
を
結
婚
さ
せ
た
閒

柄
で
あ
る
。
の
ち
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
頃
に
程
順
則
が
「
楷
盃
」
を
家

に
贈
っ

て
お
り
、『
槐
記
』
に
は
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
二
月
五
日
に
琉
球
人
の
物
外
樓

の
詩
文
を
そ
ば
の
者
た
ち
に
見
せ
た
こ
と
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
正
德
四
年
の
琉
球

の
慶
賀
使
謝
恩
使
は
、
江
戶
の
德
川
家
宣
お
よ
び
新
井
白
石
と
繫
が
る
も
の
で
も
あ

る⑪
。京

都
で
も
、『
大
唐
六
典
』
の
會
讀
に
加
わ
っ
た
侍
醫
の
山
科
道
安
の
日
記
『
槐

記
』
に
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
會
讀
に
集
っ
た
人
々
が
所
藏
書
を
御
覽
に
入
れ
た

り
書
商⑫
が
出
入
り
し
た
り
、
御
物
や
寺
院
か
ら
書
物
を
借
り
出
し
て
い
る⑬
。
な
か
で

も
『
典
籍
便
覽
』
を
御
覧
に
入
れ
た
堀
南
湖
正
藏
は
、『
大
唐
六
典
考
訂
』
の
完
成
・

藏
板
に
多
大
の
貢
獻
を
し
た
人
物
で
、
本
名
を
正
脩
（
一
六
八
四
〜
一
七
五
三
）、
廣
島

藩⑭
か
ら
尾
張
藩
へ
移
っ
た
儒
者
の
堀
正
意
（
杏
庵
）
の
曾
孫
で
あ
る⑮
。
南
湖
は
廣
島
藩

儒
で
あ
り
、
京
都
に
あ
っ
て
伊
藤
仁
齋
・
東
涯
や
堯
恭
法
親
王
ら
と
も
交
流
し
て
お

り
、
彼
ら
在
京
儒
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
集
書
を
助
け
た
で
あ
ろ
う
。

三
、
漢
籍
鈔
本
紹
介

家

が
收
藏
し
た
と
思
わ
れ
る
漢
籍
鈔
本
を
以
下
に
紹
介
す
る
。漢
籍
鈔
本
に
は
、

全
册
を
鈔
寫
し
た
本
の
ほ
か
、
叢
書
中
の
一
本
、
あ
る
い
は
序
・
目
錄
ま
た
は
必
要

箇
所
な
ど
を
拔
萃
し
た
本
、
一
定
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
抄
出
し
た
文
章
を
編
集
し

た
雜
纂
本
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
、
外
題
が
無
か
っ
た
り
略
記
さ
れ
た
り
、
ま
た
藏

書
印
が
無
く
、
自
ら
の
ノ
ー
ト
と
し
て
使
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
本

稿
で
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
全
册
鈔
本
お
よ
び
家

が
獨
自
に
外
題
を
附
し
て
一
本

と
し
て
扱
っ
た
拔
萃
本
の
一
部
を
合
わ
せ
て
紹
介
す
る
。金
錢
的
に
豐
か
な
家

は
、

購
入
で
き
る
書
籍
で
あ
れ
ば
購
入
し
て
備
え
た
の
で
、
全
册
鈔
本
は
當
時
入
手
困
難

な
書
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
く
、
現
在
の
他
館
收
藏
狀
況
を
見
て
も
そ
の
こ
と
は

窺
え
る⑯
。
美
し
い
裝
丁
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、
用
紙
は
楮
紙
が
多

い
が
、
打
紙
な
ど
の
高
級
紙
や
匡
郭
・
版
心
が
印
刷
さ
れ
た
稿
紙
を
用
い
る
こ
と
も

あ
る
。
上
頭
に
校
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
數
あ
る
。

以
下
の
記
載
は
四
部
分
類
に
依
っ
た
。
ま
た
家

の
自
鈔
か
否
か
を
記
載
し
、「
寄

合
い
書
き
」
は
家

の
自
筆
を
含
む
こ
と
を
、「
他
筆
」
は
家

自
筆
部
分
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
を
示
す
。
そ
の
場
合
も
、
家

筆
の
外
題
が
施
さ
れ
た
り
、
彼
の
藏
書
印

が
押
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
で
家

の
關
與
が
確
認
で
き
る
。
家

藏
書
印
は
數

種
あ
る
が
、
多
く
は
「
陽
／
明
／
藏
」（
／
は
改
行
）
の
白
文
方
印
が
首
葉
上
頭
に
捺

さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
紹
介
で
は
、「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
と
の
み
記
す
。
ま
た

注
②
に
舉
げ
た
『
近
衞
家
名
寶
か
ら
た
ど
る
宮
廷
文
化
史
』
に
芳
村
氏
に
よ
る
詳
細

な
紹
介
と
書
影
が
あ
る
も
の
は
そ
の
頁
を
示
す
の
で
、御
覽
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、

小
字
で
記
さ
れ
た
部
分
は
〔　

〕
で
表
記
し
、
斷
句
お
よ
び
（　

）
の
年
號
は
筆
者

が
施
し
た
。
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（
1
）
儀
禮
圖
式
一
卷
、
一
册
、
明
・
吳
繼
仕 

編
纂
、
キ
／
66

本
文
は
半
葉
十
六
行
、
行
三
十
二
字
。
書
名
は
家

筆
の
外
題
に
よ
る
。
桃
色
表
紙

（
四
三
・
八
×
二
七
・
〇
糎
）
に
黃
色
の
角
裂
を
配
し
、序
お
よ
び
本
文
の
一
部
は
家

筆
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。
目
錄
末
に
「
新
安
吳
氏
熙
春
樓
藏
板
」
と
あ
り
、

萬
曆
四
十
三
年
に
吳
繼
仕
が
刊
行
し
た
『
七
經
圖
』
の
う
ち
の
「
儀
禮
圖
」
を
鈔
寫

し
た
も
の
。
た
だ
し
、
第
十
五
〜
三
十
葉
お
よ
び
第
三
十
一
葉
「
會
同
見
諸
侯
圖
」

の
圖
と
本
文
、
第
三
十
八
〜
五
十
二
葉
表
お
よ
び
裏
「
俎
圖
」
が
缺
け
て
お
り
、
底

本
に
缺
葉
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
槐
記
』享
保
十
四
年
八
月
二
十
四
日
の
記
載
に
よ

れ
ば
、
そ
の
底
本
は
御
物
で
あ
っ
た
。「
六
經
圖
ト
云
モ
ノ
ハ
、
類
書
ノ
中
ニ
モ
ア

リ
、
又
大
ニ
本
ノ
ハ
ナ
レ
モ
ノ
ニ
モ
ア
リ
、
世
上
ニ
カ
ク
レ
ナ
キ
モ
ノ
」
で
あ
る
が
、

『
七
經
圖
』
は
珍
し
く
「
此
書
ハ
御
所
ノ
御
文
庫
ノ
モ
ノ
ニ
テ
、近
代
ニ
儀
禮
圖
の
一

册
ヲ
添
エ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
ミ
ナ
類
聚
シ
テ
便
約
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
晝
夜
コ
レ
ヲ
御

自
筆
ニ
テ
寫
サ
ル
（
自
注
：
御
所
ノ
御
物
故
ニ
人
手
ニ
掛
ケ
ラ
レ
ズ
）」
と
い
う
。
こ
の
自

注
に
よ
れ
ば
す
べ
て
家

自
筆
鈔
本
の
は
ず
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
他
に
一
人
乃
至

二
人
の
筆
が
認
め
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
陽
明
文
庫
に
は
「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印

の
家

藏
書
印
の
あ
る
萬
曆
四
十
三
年
序
刊
の
『
七
經
圖
』
を
收
藏
し
て
い
る
が
、

そ
の
收
藏
は
こ
の
記
事
よ
り
後
の
こ
と
に
な
る
。

（
2
）  

國
朝
五
禮
儀
八
卷 

十
册
、
國
朝
五
禮
序
例
五
卷
、
四
册
、
朝
鮮
・
姜
希
孟 

等

撰
、
コ
／
116
、
序
例
コ
／
115

半
葉
十
行
、
行
十
九
字
、
序
例
は
行
十
七
字
。
薄
靑
地
に
松
葉
色
の
鳳
凰
花
文
の

空
押
し
の
表
紙
（
二
九
・
二
×
二
〇
・
九
糎
）
に
山
吹
色
の
題
簽
、外
題
「
五
禮
儀
」
お

よ
び
「
五
禮
序
例
」
の
打
附
け
書
き
は
家

筆
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。
李
氏

朝
鮮
の
諸
禮
を
定
め
た
書
物
で
あ
る
。
見
返
し
に
「
嘉
靖
三
十
一
年
（
一
五
五
二
）
四

月
日
內
賜
云
々
」
と
「
宣
賜
之
記
」
朱
文
方
印
が
寫
さ
れ
て
い
る
。
陽
明
文
庫
に
は

乙
亥
字
印
本
の
明
宗
七
年
（
一
五
五
二
）
四
月
日
內
賜
刊
本
『
國
朝
五
禮
儀
』
も
藏
す⑰
。

そ
れ
を
鈔
し
た
も
の
か
。
寄
合
い
書
き
。

（1）儀礼圖式會通圖明刊本 （1）儀禮圖式會通圖鈔本
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（
3
）  

千
字
文
音
決
一
卷
、
一
册
、
229
／
21
、（
芳
村
氏
二
三
八
頁
、
書
影
二
四
一
頁
）

半
葉
六
行
、
音
決

序
は
行
十
二
字
、
梁
・
周
興
嗣
の
「
千
字
文
」
は
一
行
に
二

句
八
字
。
墨
流
し
の
香
色
表
紙
（
二
二
・
七
×
一
六
・
七
糎
）
に
朱
色
の
絲
。
鳥
の
子

紙
の
粘
葉
裝
。
奧
書
に
「
茲
是
千
字
文
音
決
／

序
得
見
古
本
謄
寫
之
／
貞
永
天
福

之
頃
手
書
也
／
不
知
誰
人
最
殊
勝
之
書
也
、
元
祿
七
年
閏
五
月
朔
日
」
と
あ
り
、
家

が
鎌
倉
時
代
の
古
鈔
本
を
鈔
寫
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
に
お
け
る
千
字
文
の

古
い
讀
み
を
傳
え
る
孤
本
と
し
て
知
ら
れ
、朱
筆
の
聲
點
及
び
藍
筆
の
校
記
の
ほ
か
、

家

の
書
入
れ
が
あ
り
、
第
一
葉
に
は
朱
筆
で
「
葛
玄
五
千
文　
〔
見
太
平
御
覽
書

目
〕」「
事
物
考
曰
千
字
文
梁
周
興
嗣
千
字
文
、
劉
後
村
曰
法
帖
中
漢
章
帝
已
嘗
書
此

文
殆
非
梁
人
作
也
」「
獨
異
志
〔
下
卷
〕〔
梁
周
興
嗣
爲
散
騎
常
侍
聰
明
多
才
思
武
帝

出
／
千
言
無
章
句
令
嗣
次
之
因
成
千
字
文
歸
而
兩
目
俱
喪
及
死
開
視
之
心
如
掬
燥

泥
〕」、ま
た
貼
紙
一
枚
に
「
千
字
文
一
卷
〔
蕭
子
範
撰
〕　

又
〔
周
興
嗣
撰
／
演
千
字

文
五
卷
〕〔
無
名
氏
〕　
〔
舊
唐
書
經
籍
志
／
廿
六
卷
十
四
丁
〕」
と
あ
る
。

（
4
）  

新
刻
增
校
切
用
正
音
鄕
談
雜
字
大
全
二
卷
、
二
册
、
キ
／
63
、（
芳
村
氏
二
三
八

頁
、
書
影
二
四
一
頁
）

半
葉
十
一
行
、行
二
十
四
字
。
櫻
色
地
に
朽
葉
色
の
草
花
文
の
表
紙
（
二
八
・
一
×

一
九
・
五
糎
）
に
打
附
け
書
き
の
外
題「
鄕
談
正
音
」は
家

筆
。
本
文
は
他
筆
。「
陽

／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。
見
返
し
に
「
增
補
漢
語
鄕
談
／
（
小
字
）
乙
卯
歲
澄
邑
書
林

郭
柳
之
重
梓
／
正
音
雜
字
全
集
」
と
あ
る
。
芳
村
氏
に
よ
れ
ば
、
明
末
に
廣
東
で
刊

行
さ
れ
た
方
言
と
官
話
と
を
分
類
集
成
し
た
語
學
書
で
、他
に
見
な
い
書
物
で
あ
る
。

（
5
）  〔
舊
〕
唐
書
二
百
卷
、
五
十
八
册
、
後
晉
・
劉

 

等
奉
勅
撰
、
明
・
聞
人
詮 

校
、
ク
／
56

半
葉
十
一
行
、行
二
十
一
字
。「
陽
／
明
／
藏
」白
文
方
印
。
香
色
の
表
紙（
二
六
・
〇

×
一
八
・
七
糎
）
に
打
附
け
書
き
さ
れ
た
「
唐
書
」
の
外
題
は
家

筆
。
唐
の
歷
史
を

記
し
た
正
史
。
明
嘉
靖
刊
本
を
底
本
と
す
る
。
四
周
雙
邊
・
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾

お
よ
び
の
單
黑
魚
尾
の
二
種
類
の
稿
紙
を
使
用
。
多
數
に
分
擔
さ
せ
、
急
ぎ
鈔
寫
し

（2）国朝五禮儀宣賜記



五
〇
八

780

た
樣
子
が
窺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
三
種
の
序
は
そ
れ
ぞ
れ
に
筆
鈔
者
が
異
な
る
も
の

の
、
い
ず
れ
も
家

に
よ
く
似
た
文
字
で
丁
寧
に
寫
さ
れ
、
薄
手
の
楮
紙
に
匡
郭
界

線
も
筆
鈔
し
て
い
る
。
全
體
に
わ
た
っ
て
、
家

ほ
か
複
數
の
手
に
よ
る
朱
墨
の
校

字
が
多
く
見
ら
れ
、
脫
文
を
補
鈔
し
た
葉
が
綴
じ
込
ま
れ
て
お
り
、
校
訂
後
に
製
本

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
陽
明
文
庫
に
は
ま
た
家

手
鈔
の
外
題
『
舊
唐
書　

序
目

（
以
下
、
各
册
職
官
志
一
／
二
／
三
／
輿
服
志
／
禮
儀
志
一
二
／
三
四
／
五
／
六
七
）』（
ク
／

61
）
と
す
る
『
舊
唐
書
』
か
ら
の
拔
萃
本
九
册
が
あ
り
、そ
の
「
職
官
志
」
及
び
「
輿

服
志
」
の
部
分
に
は
、
上
頭
に
項
目
を
藍
筆
で
書
す
ほ
か
、「
六
典
作
某
」
の
對
校
が

多
數
見
ら
れ
る
。

（
6
）
靖
臺
實
錄
一
卷
、
一
册
、
淸
・
黃
耀
烱 

撰
、
質
疑
一
卷
、
セ
／
78

稿
紙
を
用
い
、
半
葉
八
行
、
行
二
十
一
字
。
雲
母
を
ひ
い
た
香
色
表
紙
（
二
八
・
二 （5）舊唐書

（6）靖臺實錄質疑 （6）靖臺實錄



五
〇
九

近
衞
家

が
讀
ん
だ
漢
籍
鈔
本

781

×
一
九
・
六
糎
）
に
外
題
を
家

が
打
附
け
書
き
に
す
る
。
本
文
も
家

筆
。
朱
の
斷

句
、
郭
外
上
頭
に
朱
の
校
字
、
ま
た
全
文
に
返
り
點
送
り
假
名
を
附
す
。「
質
疑
」
が

附
錄
さ
れ
て
お
り
、
原
文
の
當
該
箇
所
に
つ
い
て
漢
字
片
假
名
交
じ
り
文
の
日
本
語

で
記
さ
れ
て
い
る
。「
家
藏
本
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
不
詳
。

（
7
）
靖
臺
實
錄
一
卷
、
一
册
、
淸
・
黃
耀
烱 

撰
、
鄭
氏
投
款
一
卷
、
セ
／
79

半
葉
九
行
、
行
二
十
一
字
。
肌
色
地
簀
の
子
漉
文
樣
表
紙
（
二
九
・
二
×
二
〇
・
二

糎
）
を
つ
け
る
。
打
附
け
書
き
の
外
題
お
よ
び
本
文
と
も
家

筆
。
人
名
に
朱
引
、郭

外
上
頭
に
朱
の
校
字
お
よ
び
墨
の
語
注
、
ま
た
全
文
に
墨
の
返
り
點
送
り
假
名
を
附

す
が
、
前
書
（
6
）
と
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。「
靖
臺
實
錄
」
の
後
に
、「
廣
輿

記
」
か
ら
「
臺
灣
府
」
の
抜
き
書
き
、「
福
建
地
理
之
圖
」、「
鄭
氏
投
款
」
を
附
録
す

る
。「
投
款
」
は
漢
字
片
假
名
交
じ
り
で
記
さ
れ
て
お
り
、
一
字
下
げ
て
「
林
道
春

云
」
の
引
用
が
あ
る
。

以
上
二
本
の
『
靖
臺
實
錄
』
は
臺
灣
征
服
の
次
第
を
記
し
た
書
物
。
內
閣
文
庫
の

紅
葉
山
文
庫
に
淸
刊
本
が
あ
る
が
、
質
疑
や
鄭
氏
投
款
の
底
本
は
不
詳
。

（
8
）（
9
）
歴
代
圖
、
レ
／
11
、
レ
／
12

半
葉
十
一
行
、行
二
十
五
字
程
度
。
レ
／
11
に
は
五
針
眼
で
藍
表
紙
（
二
八
・
八
×

二
〇
・
九
糎
）
を
、レ
／
12
に
は
蒸
栗
色
に
波
刷
毛
目
の
表
紙
（
二
九
・
二
×
二
一
・
二

糎
）
を
大
和
綴
じ
で
施
し
て
い
る
。
伏
羲
か
ら
明
・
思
宗
す
な
わ
ち
崇
禎
帝
ま
で
の

皇
帝
名
お
よ
び
小
字
雙
行
で
在
位
年
數
と
元
號
を
記
す
。
兩
本
は
同
本
。
レ
／
12
は

『
白
石
日
記
』
寶
永
四
年
十
一
月
廿
九
日
に
見
え
る
「
歷
代
圖
」
か
。
他
筆
。

（
10
）
三
國
史
記
五
十
卷
、
二
十
册
、
高
麗
・
金
富
軾 

等
撰
、
サ
／
65

半
葉
八
行
の
稿
紙
を
使
用
し
、
行
十
八
字
。
裏
柳
色
地
に
靑
丹
の
花
草
紋
の
表
紙

（
二
九
・
三
×
二
一
・
〇
糎
）
に
打
附
け
書
き
の
外
題
は
家

筆
。「
陽
／
明
／
藏
」
白

文
方
印
。
高
麗
・
仁
宗
の
敕
命
に
よ
り
、
紀
傳
體
で
書
か
れ
た
、
新
羅
・
高
句
麗
・

百
濟
の
三
國
の
歷
史
書
。
太
祖
三
年
甲
戌
年
金
居
斗
跋
の
み
を
存
す
る
。「
三
國
史

記
」
の
外
題
・
目
錄
・
跋
・
卷
三
十
二
祭
祀
は
家

鈔
。

（7）靖臺實錄鄭氏投款 （7）靖臺實錄
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（
11
）
廣
東
新
語
二
十
八
卷
、
十
二
册
、
淸
・
屈
大
均 

撰
、
カ
／
52

半
葉
十
行
、行
十
八
字
。
香
色
表
紙
（
二
三
・
三
×
一
六
・
二
糎
）。「
陽
／
明
／
藏
」

白
文
方
印
、
ま
た
「
陽
明
文
庫
」
墨
長
方
印
。
淸
國
廣
東
地
方
の
風
俗
物
產
等
を
記

し
た
書
物
。
外
題
お
よ
び
本
文
と
も
他
筆
。
封
面
に
「
番
禺
屈
翁
山
先
生
撰
／
廣
東

新
語
／
木
天
閣
繡
版
」
と
あ
り
、
康
熙
三
十
九
年
水
天
閣
（「
木
」
は
誤
冩
）
の
刊
本

を
鈔
寫
し
た
も
の
。

（
12
）
使
琉
球
錄
二
卷
、
一
册
、
明
・
陳
侃 

撰
、
シ
／
282

半
葉
十
行
、
行
二
十
字
。
香
色
表
紙
（
二
六
・
五
×
一
七
・
七
糎
）
に
打
附
け
書
き

の
外
題
「
琉
球
錄
」、
本
文
と
も
に
家

筆
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。
明
か
ら

琉
球
へ
渡
っ
た
册
封
使
が
見
聞
を
記
し
た
書
物
は
こ
の
本
だ
け
で
は
な
い
が
、
陳
侃

の
本
書
は
嘉
靖
十
三
年
高
澄
序
が
あ
り
、
同
類
の
書
物
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
宮
內
廳

書
陵
部
に
新
井
白
石
手
筆
本
を
收
藏
し
、
家

と
白
石
の
交
流
を
窺
わ
せ
る
一
本
で

あ
る
。

（
13
）
坤
輿
外
記
一
卷 

七
奇
圖
說
一
卷
、
一
册
、
極
西
・
南
懷
仁 

撰
、
コ
／
81

半
葉
十
行
、
行
二
十
字
。
柳
鼠
色
地
簀
の
子
漉
文
樣
表
紙
（
二
三
・
七
×
一
七
・
一

糎
）
を
大
和
綴
じ
す
る
。
打
附
け
書
き
の
外
題
は
家

筆
で
、「
坤
輿
外
記
」
の
下
に

小
字
で
「
附
七
奇
圖
說
」
と
記
し
、
さ
ら
に
大
字
で
「
全
」
と
書
す
。
本
文
は
他
筆

で
あ
る
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
、
珍
奇
な
も
の
を
記
し
た
博
物
學
的
な
書
物
。

「
坤
輿
外
記
」
は
「
無
目
蛇
」
以
後
を
缺
く
。
郭
外
上
頭
上
頭
に
片
假
名
で
讀
み
を
記

し
て
い
る
。

（
14
）  

玉
燭
寶
典
十
一
卷 

原
缺
卷
第
九 

附
解
題
一
卷
、
四
册
、
隋
・
杜
臺
卿 

撰
、

キ
／
53

半
葉
十
行
、行
十
八
字
。
料
紙
に
鳥
の
子
を
用
い
る
。
表
紙（
三
〇
・
三
×
二
一
・
六

糎
）
は
灰
色
地
に
雲
型
水
玉
文
、
さ
ら
に
上
は
藍
色
、
下
に
藍
色
お
よ
び
紫
色
の
打

曇
が
施
さ
れ
て
い
る
。
家

筆
で
打
附
け
書
き
の
外
題
「
玉
燭
寶
典
」、四
册
各
册
に

小
字
で
春
夏
秋
冬
と
記
す
。
本
文
は
他
筆
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。
朱
引
き
、

（8）歷代圖（レ 11）（10）三國史記
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（11）廣東新語封面

（12）使琉球錄



五
一
二

784

ご
く
稀
に
朱
の
校
字
が
見
え
る
。
隋
當
時
ま
で
の
年
中
行
事
を
記
し
た
書
物
で
あ
る

が
中
國
で
は
失
わ
れ
、
前
田
家
の
尊
經
閣
文
庫
に
傳
わ
る
佚
存
書
で
あ
る
。

（
15
）  

大
唐
六
典
三
十
卷
附
一
卷
、
十
三
册
、
唐
・
玄
宗 

御
撰
、
唐
・
李
林
甫 

等
奉

敕
注
、
138
／
2
、（
芳
村
氏
二
三
三
頁
）

半
葉
九
行
、
行
十
八
字
。
空
色
地
に
金
色
で
雲
母
刷
り
し
向
獅
子
丸
散
ら
し
牡
丹

唐
草
文
の
唐
紙
の
表
紙
（
二
九
・
二
×
二
〇
・
七
糎
）。
料
紙
は
打
紙
を
用
い
る
。
打
附

け
書
き
の
外
題
「
大
唐
六
典
」、本
文
と
も
に
家

筆
。
唐
の
制
度
を
記
し
た
書
物
で

あ
る
。
明
の
嘉
靖
二
十
三
年
浙
江
按
察
司
重
刊
本
に
よ
り
鈔
寫
。
返
り
點
送
り
假
名

を
附
し
、
郭
外
上
頭
に
一
行
六
字
の
墨
書
が
あ
る
。
家

の
『
大
唐
六
典
考
訂
』
の

第
一
次
稿
本
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
後
入
手
し
た
正
德
刊
本
を
底
本
と
し
た
『
大
唐

六
典
考
訂
』
の
第
二
次
稿
本
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
載
を
參
照
。

（
16
）  

大
唐
六
典
三
十
卷
、
十
册
、
唐
・
玄
宗 

御
撰
、
唐
・
李
林
甫 

等
奉
敕
注
、
138

／
3
（
芳
村
氏
二
三
三
〜
二
三
四
頁
）

每
葉
八
行
、
行
二
十
字
。
料
紙
は
打
ち
紙
を
用
い
、
白
地
雲
母
刷
り
波
濤
文
表
紙

（
二
九
・
九
×
二
〇
・
七
糎
）
に
外
題
は
無
い
。（
15
）
の
嘉
靖
本
に
よ
る
第
一
次
底
本

作
成
の
の
ち
『
槐
記
』
享
保
十
一
年
十
二
月
五
日
の
條
に
明
の
正
德
十
年
重
刊
本
を

入
手
し
た
次
第
が
「
去
月
中
旬
ノ
頃
田
舍
ヨ
リ
五
六
部
來
シ
書
ノ
中
ニ
、
正
德
板
ノ

六
典
ヲ
持
來
リ
テ
御
覽
ニ
イ
ル
。（
中
略
）
今
一
部
新
書
シ
テ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
改
め
て
鈔
寫
さ
れ
た
、『
大
唐
六
典
考
訂
』
の
底
本
で
あ
る
。
本
文
は
他
筆
な

が
ら
家

の
校
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。
匡
郭
の
內
外
に
朱
の
校
字
が
あ
る
ほ
か
、
郭

外
上
頭
に
雙
行
六
〜
十
字
の
藍
・
墨
の
書
入
れ
が
あ
り
、
そ
の
他
附
箋
や
校
訂
の
跡

を
殘
す
貴
重
書
で
あ
る
。

（
17
）  
經
國
大
典
六
卷
、
續
錄
六
卷
、
後
續
錄
六
卷
、
四
册
、
一
册
（
續
）、
一
册
（
後
）

朝
鮮
・
崔
恆 

等
奉
勅
撰
、
朝
鮮 

・
李
克
增 

等
（
續
）、
朝
鮮
・
尹
殷
輔 

等
（
後
）、

ケ
／
27

半
葉
十
行
、
行
十
八
字
、
正
編
お
よ
び
後
續
錄
は
半
葉
十
行
、
行
十
七
字
、
續
錄

（13）坤輿外記（14）玉燭寶典
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は
八
行
、
行
十
七
字
。
正
編
は
斐
紙
を
用
い
、
白
練
色
地
雲
母
空
押
し
鳳
凰
花
つ
な

ぎ
文
表
紙
（
二
九
・
三
×
二
一
・
〇
糎
）
を
朱
の
絲
で
綴
じ
て
い
る
。
打
附
け
書
き
の

書
題
お
よ
び
正
編
二
册
卷
三
ま
で
家

が
鈔
寫
し
て
お
り
、卷
頭
に
「
陽
／
明
／
藏
」

白
文
方
印
が
あ
る
。
鴇
色
地
空
押
し
丁
字
染
草
花
文
表
紙（
二
七
・
一
×
一
九
・
五
糎
）

を
綠
の
絲
で
綴
じ
る
。
朝
鮮
王
朝
の
法
典
で
、
六
典
か
ら
な
る
。
正
編
・
續
錄
・
後

續
錄
を
す
べ
て
備
え
る
も
の
と
し
て
は
內
閣
文
庫
所
藏
の
宗
家
舊
藏
版
本
が
あ
り
、

藤
本
幸
夫
氏
に
よ
れ
ば
取
り
合
わ
せ
本
と
の
こ
と
で
あ
る⑱
。

（
18
）  

故
唐
律
疏
議
三
十
卷
、
十
册
、
唐
・
長
孫
無
忌 

等
奉
敕
撰
、
釋
文
纂
禮 

元
・

王
元
亮 

撰
、
コ
／
136

半
葉
十
行
、
行
十
八
字
。
青
い
絲
で
大
和
綴
じ
し
刷
毛
目
文
樣
の
香
色
表
紙

（
二
九
・
二
×
二
〇
・
九
糎
）
で
包
背
裝
に
し
て
藍
色
の
題
簽
を
配
し
、家

筆
で
書
題

を
記
す
。
唐
の
刑
法
と
そ
の
注
釋
書
。
朱
の
斷
句
、
朱
引
き
。
さ
ら
に
「
釋
文
」
册

以
外
は
藍
の
校
字
お
よ
び
亂
丁
の
訂
正
が
家

の
筆
で
な
さ
れ
、附
箋
も
見
ら
れ
る
。

第
三
〜
五
册
末
に
「
一
校
」、
第
六
册
末
に
「
校
了
」、
第
七
册
末
に
「
一
校
了
」
と

あ
り
、
鈔
寫
さ
せ
た
も
の
を
家

が
校
訂
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
書
卷
頭
の
「
新

刊
故
唐
律
疏
議
序
」
の
末
に
「
泰
定
四
年
（
一
三
二
七
）
秋
七
月
旣
望
文
林
郞
江
西
等

處
儒
學
提
擧
柳
贊
謹
序
」
と
あ
り
、元
版
を
源
と
す
る
。
た
だ
し
『
大
唐
六
典
』「
凡

例
」
に
「
據
他
書
所
引
之
文
、
如
律
令
格
式
、
今
獨
有
寫
傳
故
唐
律
疏
議
耳
」
と
言

及
が
あ
り
、
こ
の
鈔
本
の
底
本
も
ま
た
鈔
本
で
あ
る
。
書
陵
部
・
蓬
左
文
庫
も
鈔
本

を
收
藏
す
る
。
後
の
文
化
年
閒
に
昌
平
阪
學
問
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

（
19
）
世
恩
錄
二
卷
、
二
册
、
明
・
吳
氏 

輯
、
セ
／
7

半
葉
五
行
、
行
十
二
字
。
朱
色
地
草
花
文
表
紙
（
二
八
・
八
×
一
九
・
七
糎
）
を
施

す
。
書
名
は
家

筆
の
外
題
に
よ
る
。
內
題
は
、前
册
「
敕
諭
錄
」
後
册
「
恩
命
錄
」。

明
の
吳
悌
・
吳
仁
度
父
子
へ
の
萬
曆
四
十
一
年
ま
で
の
敕
諭
を
收
錄
す
る
。
顯
彰
の

た
め
の
家
刻
本
と
思
わ
れ
る
。
吳
悌
（
一
五
〇
二
〜
六
八
）
は
江
西
省
金
溪
の
人
で
、

嘉
靖
年
閒
の
進
士
。
二
十
年
近
く
家
居
し
た
の
ち
、刑
部
侍
郞
に
至
っ
て
死
去
し
た
。

（17）經國大典
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吳
仁
度
（
一
五
四
八
〜
一
六
二
五
）
は
そ
の
子
で
、
萬
曆
十
七
年
の
進
士
。
工
部
侍
郞

に
至
っ
た
。
な
お
、
國
家
圖
書
館
に
明
・
吳
巖
輯
明
正
德
十
六
年
（
一
五
二
一
）
自
刻

『
世
恩
錄
』
が
あ
る
。

（
20
）
聖
諭
一
卷
、
一
册
、
淸
・
順
治
帝 

康
煕
帝 

撰
、
セ
／
20

半
葉
七
行
、
行
十
七
字
、「
上
」
字
は
擡
頭
、「
皇
上
」
は
二
字
擡
頭
す
る
。
家

筆
。
珊
瑚
珠
色
の
表
紙
（
二
九
・
五
×
一
七
・
〇
糎
）
に
外
題
は
無
い
。
淸
朝
に
な
っ

て
順
治
帝
は
「
六
諭
臥
碑
文
」
を
、
康
熙
帝
は
「
聖
諭
十
六
條
」
を
公
布
し
た
が
、

そ
れ
ら
を
納
め
る
。
見
返
し
に
朱
の
雙
鉤
で
「
聖
諭
」
と
す
る
。
聖
諭
（
順
治
九
年
）

一
葉
六
條
、
上
諭
（
康
熙
九
年
）
四
葉
十
六
條
の
薄
い
册
子
で
あ
る
が
、
程
順
則
『
六

諭
衍
義
』
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

（
21
）  

紹
興
校
定
經
史
證
類
備
急
本
草
畫
圖
二
十
卷
、
十
册
、
宋
・
王
繼
先 

等
奉
勅

撰
、
シ
／
206
（
芳
村
氏
二
三
七
頁
、
書
影
二
四
一
頁
）

半
葉
十
行
、行
二
十
字
。
紺
地
空
押
し
木
瓜
兔
桐
丸
紋
散
ら
し
表
紙
（
二
六
・
八
×

一
九
・
三
糎
）。「
陽
／
明
／
藏
」白
文
方
印
。
卷
八
〜
十
に
彩
色
を
施
す
。
他
筆
で
あ

る
。
芳
村
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
方
藥
の
本
で
、
二
十
卷
本
は
他
に
見
え
な
い
貴
重
書
で

あ
る
。

（
22
）
革
節
巵
言
五
卷
、
二
册
、
明
・
戴
庭
槐 

撰
、
カ
／
20　

半
葉
十
行
、
行
十
九
字
。
五
瓣
花
を
配
し
た
龜
甲
つ
な
ぎ
の
桃
色
地
に
菊
や
四
瓣

花
の
草
花
文
を
空
押
し
し
た
表
紙
（
二
六
・
九
×
一
七
・
一
糎
）
に
打
附
け
書
き
の
書
題

は
家

筆
。
曆
法
の
書
物
で
、
萬
曆
二
年
の
戴
庭
槐
の
序
と
萬
曆
四
年
の
徐
楚
の
序

が
あ
る
。
卷
二
末
に
「
己
未
孟
夏
道
春
考
」
と
あ
り
、內
閣
文
庫
所
藏
の
林
羅
山
（
道

春
）
手
校
本
に
同
文
が
見
え
る
。
底
本
は
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
江
戶
と
の
交
渉
を
示
す

一
本
。
寄
合
い
書
き
で
あ
る
。

（
23
）
天
經
或
問
一
卷
、
二
册
、
淸
・
游
藝 

撰
、
テ
／
17　
　

半
葉
九
行
、行
二
十
四
字
。
小
豆
色
地
し
だ
丸
文
表
紙
（
二
八
・
一
×
一
九
・
三
糎
）

に
打
附
け
書
き
の
書
題
は
家

筆
。
本
文
は
他
筆
。「
陽
／
明
／
藏
」白
文
方
印
。
天

（18）故唐律疏議（19）世恩錄



五
一
五

近
衞
家

が
讀
ん
だ
漢
籍
鈔
本

787

文
學
の
書
物
。
封
面
に
「
書
林　

大
集
堂
梓
」
と
あ
り
、
淸
の
熊
氏
大
集
堂
刻
本
に

よ
っ
て
鈔
寫
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
朱
の
圈
點
を
施
し
、
注
を
斷
句
。
墨
印
の
十
四

圖
は
補
配
。
享
保
十
五
年
刊
の
和
刻
本
が
あ
る
。

（
24
）
圖
繪
寶
鑑
續
編
一
卷
、
一
册
、
明
・
韓
昂 

撰
、
ツ
／
7

半
葉
九
行
、行
十
七
字
。
淺
葱
地
簀
の
子
漉
文
表
紙
（
二
九
・
三
×
二
一
・
一
糎
）
に

打
附
け
書
き
の
書
題
、
本
文
と
も
家

筆
。
本
書
は
元
・
夏
文
彥
撰
『
圖
繪
寶
鑑
』

五
卷
の
續
編
と
し
て
編
ま
れ
、明
人
の
傳
が
載
錄
さ
れ
て
い
る
。『
槐
記
』
享
保
十
四

年
一
月
十
六
日
の
、
表
具
に
は
「
第
一
ニ
一
軸
ノ
筆
者
ヲ
吟
味
シ
テ
、
此
人
ハ
ド
レ

ホ
ド
ノ
服
ヲ
著
ル
ベ
キ
人
ゾ
ト
工
夫
シ
テ
、
其
人
ニ
相
應
ノ
切
ヲ
遣
フ
コ
ト
」
と
い

う
言
葉
が
實
踐
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
い
え
よ
う
。

（
25
）
書
史
會
要
九
卷 

補
遺
一
卷
、
三
册
、
明
・
陶
宗
儀 

撰
、
シ
／
149　

半
葉
十
一
行
、行
二
十
字
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。
空
色
地
升
四
瓣
花
文
樣

（20）聖諭

（22）革節卮言
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（24）圖繪寶鑑續編

（23）天經或問
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表
紙
（
二
九
・
二
×
二
〇
・
九
糎
）
に
、
山
吹
地
草
花
文
空
押
し
題
簽
を
貼
附
し
、
打

附
け
書
き
の
外
題
は
家

筆
。
寄
合
い
書
き
。
序
は
す
べ
て
洪
武
九
年
と
記
し
て
お

り
、
洪
武
本
が
底
本
で
あ
ろ
う
。
序
文
に
は
宋
濂
の
本
集
『
新
刊
宋
學
士
全
集
』
と

の
考
異
を
郭
外
上
頭
に
墨
書
。
本
文
に
も
「
一
作
」
の
校
合
が
あ
る
。
末
尾
に
は
朱

で
「
右
會
要
所
引
用
諸
書
校
本
書
、
頗
多
脫
略
也
、
陶
氏
／
纂
輯
日
厭
其
繁
刪
之
乎
、

後
人
轉
寫
偶
脫
之
乎
、
／
不
可
知
焉
、
今
據
本
書
錄
焉
」
の
奧
書
が
あ
り
、
卷
三
に

は
「
右
數
傳
法
書
苑
引
用
會
要
載
之
、
今
會
要
脫
之
、
／
仍
錄
焉
」
の
記
載
が
あ
り
、

脫
誤
を
補
う
と
と
も
に
異
同
を
記
し
た

記
『
書
史
會
要
考
異
』
を
別
に
作
成
し
て

い
る
。
一
方
、
明
刊
本
『
古
今
法
書
苑
』（
コ
／
123
）
に
も
「
書
史
會
要
作
某
」
の
書

込
み
が
あ
り
、
相
互
に
參
照
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
26
）  

古
今
法
書
苑
七
十
六
卷
、
二
十
册
、
明
・
王
世
貞 

編
、
明
・
王
乾
昌 

校
、
コ

／
101

（25）書史會要

（26）古今法書苑
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半
葉
十
行
、行
二
十
字
。
水
色
地
萌
黃
色
草
花
文
表
紙
（
二
七
・
四
×
一
九
・
七
糎
）

を
施
し
、打
附
け
書
き
の
外
題
「
法
書
苑
」
は
家

筆
。
本
文
は
他
筆
。「
陽
／
明
／

藏
」
白
文
方
印
。
第
二
册
お
よ
び
第
三
册
の
首
葉
に
は
舊
藏
者
の
「
春
／
季
／
夢
」

の
朱
文
方
印
も
見
え
る
。
卷
六
十
九
第
四
丁
裏「
唐
嵩
嶽
少
林
寺
碑
」の
上
頭
に「
元

祿
己
卯
（
十
二
年
一
六
九
九
）
四
月
九
日
見
石
刻
正
帶
行
字
體
摸
柳
公
權
」
の
朱
書
が

あ
り
、
そ
れ
以
前
の
收
藏
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
に
收
藏
す
る
同
書
明
刊
本
（
コ
／
123
）

に
比
べ
る
と
缺
字
が
多
い
。
鈔
本
を
備
え
た
後
、
狀
態
の
よ
り
良
好
な
明
刊
本
を
入

手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
27
）
白
毫
庵
詩　

附
膚
偈
、
一
册
、
明
・
張
瑞
圖
、
雪
關
智
誾 

撰
、
チ
／
16

半
葉
六
行
、行
十
四
字
。
瓶
覗
地
格
子
四
瓣
花
文
表
紙
（
二
六
・
一
×
一
六
・
五
糎
）

に
打
附
け
書
き
の
外
題
「
張
瑞
圖
六
言
詩
」、本
文
と
も
に
家

筆
。「
陽
／
明
／
藏
」

白
文
方
印
。
張
瑞
圖
詩
百
二
十
首
、智
誾
の
和
詩
百
首
を
收
錄
。「
崇
禎
甲
戌
嘉
平
月

日
白
毫
菴
主
圖
書
／
郭
如
珪
鐫
」
の
記
載
が
あ
り
、崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
刊
本
が

底
本
か
。
明
・
崇
禎
十
二
年
刊
『
白
毫
菴
內
篇
全
四
卷 

外
篇
一
卷 

雜
篇
一
卷 

雜
篇

後
集
一
卷
』
よ
り
も
、
本
書
の
底
本
が
早
く
、
珍
本
。
東
北
大
學
狩
野
文
庫
に
『
白

毫
庵
詩
翰
三
卷
』
が
所
藏
さ
れ
る
が
、
未
見
。

（
28
）
琴
學
心
聲
諧

二
卷
附
聽
琴
詩
、
二
册
、
淸
・
莊
臻
鳳 

撰
、
73
／
14

半
葉
八
行
、行
二
十
字
。
黃
土
地
簀
の
子
漉
文
表
紙
（
二
六
・
八
×
一
九
・
五
糎
）
に

打
附
け
書
き
の
外
題
「
琴
學
心
聲
」
は
家

筆
。
本
文
は
他
筆
。
封
面
「
三
山
莊
蝶

庵
輯
／
琴
學
心
聲
／
（
印
影
二
顆
）」。
上
册
末
の
「
右
琴
學
心
聲
一
册
借
河
氏
藏
本
／

繕
寫
焉
／
震
峰
主
人
藏
」
も
同
筆
で
あ
る
。
河
氏
、
震
峰
主
人
と
も
に
未
詳
。
國
會

圖
書
館
藏
『
琴
學
心
聲
諧

』
は
、封
面
に
「
三
山
莊
蝶
庵
手
輯　

本
衙
藏
板
」「
康

熙
丙
午
（
五
年
）
新
鐫
」
と
あ
る
。
陽
明
文
庫
本
の
「
聽
琴
詩
目
」
に
は
「
序　
〔
未

刻
〕
／
賦　
〔
未
刻
〕」
と
あ
る
が
、
國
會
圖
書
館
本
は
「
琴
賦
」
を
納
め
る
。
ま
た

國
會
圖
書
館
本
に
あ
る
「
康
熙
乙
巳
（
四
年
）
梁
知
光
序
」
お
よ
び
自
跋
の
後
の
「
栩

栩
曲
」「
梧
葉
舞
秋
風
」「
鈞
天
逸
響
序
」「
聽
琴
詩
序
」「
梧
葉
舞
秋
風
序
」「
秋
鴻

序
」
を
陽
明
文
庫
本
は
納
め
な
い
が
、卷
下
の
初
め
に
國
會
圖
書
館
本
に
は
無
い
「
太

平
奏
」「
禹
鑿
龍
門
」「
釋
談
章
」（
そ
れ
ぞ
れ
序
と

）
を
收
錄
す
る
。
兩
本
と
も
に

「
聽
琴
詩
目
」
の
「
跋
」
下
に
「

俟
／
名
公
佳
作
隨　

贈
隨
鐫
以
借
不
朽
」
と
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
改
訂
を
繰
り
返
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
二
本
の
う
ち
で
は
陽

明
文
庫
本
が
早
い
と
思
わ
れ
る
。
北
京
の
音
樂
硏
究
所
や
上
海
圖
書
館
等
に
も
收
藏

さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
未
見
の
た
め
先
後
は
不
明
。
珍
本
に
類
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
29
）
齋
居
紀
事
、
一
册
、
宋
・
陸
游 

撰
、
102
／
10

半
葉
十
行
、
行
十
八
字
、
四
周
單
邊
、
內
向
黑
魚
尾
の
稿
紙
に
鈔
寫
さ
れ
て
い
る
。

紅
色
の
角
裂
を
施
し
香
色
表
紙
（
二
六
・
七
×
一
八
・
〇
糎
）
で
包
ん
で
い
る
。
打
附

け
書
き
の
外
題
、本
文
と
も
に
家

筆
。「
陽
／
明
／
藏
」白
文
方
印
。
卷
末
に「（
略
）

放
翁
家
會
稽
、
遺
墨
多
流
／
落
人
閒
、
此
帖
宜
爲
僧
石
溪
所
寶
、
宇
文
公
諒
／
謹
題
」

お
よ
び
「
右
放
翁
齋
居
紀
事
帖
稿
眞
迹
、內
多
塗
抹
、餘
／
近
得
於
洞
庭
陸
氏
、〃
〃

（27）白毫庵詩
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得
於
會
稽
鬻
古
書
／
者
、
欲
便
觀
覽
、
因
錄
置
几
席
、
嘉
靖
丙
戌
臘
月
／
四
日
、
是

日
雪
片
如
手
、
興
之
所
至
呵
凍
、
作
書
／
殊
不
覺
寒
也
、
中
皋
子
袁
褧
尙
之
在
臥
雪

齋
／
漫
志
」
と
あ
り
、
元
・
宇
文
公
諒
が
見
た
と
い
う
、
僧
石
溪
が
所
藏
し
て
い
た

陸
游
の
眞
跡
は
、
洞
庭
の
陸
氏
に
わ
た
り
、
そ
れ
を
明
の
書
畫
家
袁
褧
（
號
は
中
皋

子
）
が
嘉
靖
五
年
（
一
五
二
六
）
に
鈔
寫
し
た
も
の
を
元
と
す
る
。

（
30
）
賓
退
錄
十
卷
、
五
册
、
宋
・
趙
與
時 

撰
、
ヒ
／
19

半
葉
十
行
、
行
十
八
字
、
各
條
第
二
行
よ
り
一
字
低
格
。（
29
）「
齋
居
紀
事
」
と

同
じ
稿
紙
に
家

が
鈔
寫
し
、
水
色
表
紙
（
二
六
・
六
×
一
四
・
五
糎
）
に
外
題
を
打

附
け
書
き
し
て
い
る
。「
陽
／
明
／
蔵
」
白
文
方
印
。
作
者
の
見
聞
を
記
し
た
書
物
。

字
數
行
數
は
宋
臨
安
陳
氏
本『
賓
退
錄
』十
卷
に
同
じ
で
あ
る
。
本
書
は
著
者
を「
大

梁
趙
與

」
と
し
、「
高
宗
」
の
上
を
一
格
空
格
に
す
る
な
ど
宋
本
の
面
影
を
留
め

る
。
尊
經
閣
文
庫
は
宋
刊
本
を
收
藏
す
る
。
陽
明
文
庫
本
は
序
及
び
卷
首
を
缺
き
、

（28）琴學心聲

（29）齋居紀事



五
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卷
六
第
五
葉
を
缺
葉
、
ま
た
缺
字
が
見
ら
れ
る
。
朱
で
斷
句
し
、
郭
外
上
頭
に
標
目

や
校
字
が
あ
り
、『
槐
記
』
に
は
享
保
十
四
年
閏
九
月
四
日
「
賓
退
錄
ヲ
校
合
ス
」
と

あ
る
。
こ
の
頃
入
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
31
）
天
工
開
物
三
卷
、
三
册
、
明
・
宋
應
星 

撰
、
テ
／
15

半
葉
九
行
、
行
二
十
一
字
。
珊
瑚
朱
色
表
紙
（
二
六
・
三
×
一
六
・
六
糎
）
に
打
附

け
書
き
の
外
題
は
家

筆
。
本
文
は
他
筆
。「
陽
／
明
／
藏
」白
文
方
印
。
繪
圖
を
多

數
配
し
た
各
種
產
業
の
技
術
書
。
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
自
刻
本
を
底
本
と
し
て
句

點
評
點
や
百
を
超
え
る
圖
も
精
鈔
す
る
。
郭
外
上
頭
に
校
字
が
、
ま
た
全
文
に
返
り

點
送
り
假
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）
緝
柳
編
三
卷
、
一
册
、
元
・
沈

元 

編
、
明
・
黄
正
位 

校
訂
、
シ
／
84　

半
葉
九
行
、
行
二
十
字
、
四
周
單
邊
、
內
向
花
魚
尾
の
稿
紙
に
家

に
よ
り
鈔
寫

さ
れ
、
薄
紅
地
空
押
し
山
茶
花
文
表
紙
（
二
六
・
七
×
一
六
・
九
糎
）
を
施
し
、
打
附

け
書
き
の
外
題
は
家

筆
。
小
說
筆
記
か
ら
拔
萃
し
各
條
に
出
典
の
書
名
を
記
し
た

雜
纂
の
書
物
。
內
閣
文
庫
に
木
村
蒹
葭
堂
の
舊
藏
鈔
本
を
收
藏
す
る
。

（
33
）  

畫
一
元
龜 

甲
部
殘
九
十
四
卷 

乙
部
殘
十
九
卷 

丙
部
殘
四
十
一
卷 

存
一
五
四

卷
（
缺
七
十
八
卷
）、
目
一
册
、
甲
部
二
十
七
册 

乙
部
六
册 

丙
部
六
册 

全
四
十

册
、
宋
・
闕
名 

撰
カ
／
104
（
芳
村
氏
二
三
九
頁
、
書
影
二
四
二
頁
）

半
葉
十
三
行
、行
二
十
五
字
。
書
名
は
題
簽
に
書
か
れ
た
外
題
に
よ
る
。「
陽
／
明

／
藏
」
白
文
方
印
。
內
題
は
甲
部
「
類
編
祕
府
圖
書
畫
一
元
龜
」
丙
部
「
太
學
新
編

畫
一
元
龜
」。「
右
畫
一
元
龜
凡
一
百
四
十
餘
卷
、
在
東
福
禪
刹
不
二
菴
、
嘗
聽
昔
者

天
龍
策
彥
和
尙
早
遊
學
唐
、
遂
比
返
錫
斯
縉
紳
之
所
嘉
惠
也
、
余
幸
其
於
今
有
傳
於

此
、
敢
假
一
觀
而
得
以
繕
寫
焉
、
唯
歷
年
旣
久
其
次
屢
殘
缺
、
終
不
可
知
縱
橫
總
若

干
卷
及
何
人
撰
也
、
實
管
中
之
一
斑
、
豈
不
甚
可
惜
乎
、
姑
書
卷
末
、
享
保
壬
寅
（
七

年
）
秋
九
月
旦
、
虛
舟
子
誌
」
の
奧
書
の
あ
と
に
「
物
外
／
叟
史
／
主
印
」「
虛
舟
／

之
章
」
の
家

の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
策
彥
周
良
が
招
來
し
東
福
寺
不
二
庵
が
所

藏
し
て
い
た
南
宋
・
建
安
の
余
仁
仲
刊
殘
卷
本
『
畫
一
元
龜
』
を
書
寫
し
た
も
の
。

（30）賓退錄
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首
册
は
家

を
含
む
寄
合
い
書
き
、
第
二
册
以
下
は
他
筆
で
あ
る
。
料
紙
に
は
打
ち

紙
を
用
い
、
紅
緋
地
雲
母
刷
り
唐
草
文
表
紙
。
た
だ
し
第
一
册
は
文
樣
が
異
な
り
、

藤
丸
散
ら
し
草
花
文
を
空
押
し
し
た
同
色
の
表
紙
（
二
八
・
七
×
二
〇
・
二
糎
）
を
施

す
。
桐
箱
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。

（
34
）
典
籍
便
覽
八
卷
、
八
册
、
明
・
范
泓 

編
／
明
・
范

 

注
、
テ
／
18

半
葉
十
行
、
行
二
十
〜
二
十
三
字
、
各
標
目
の
次
行
か
ら
は
二
字
低
格
。
淺
葱
地

雲
母
刷
り
花
文
表
紙
（
二
九
・
二
×
二
〇
・
九
糎
）
に
雌
黃
色
の
題
簽
を
貼
附
し
、
家

筆
で
外
題
を
記
す
。
本
文
は
寄
合
い
書
き
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。「
萬
曆

紀
元
歲
在
癸
卯
一
陽
生
通
奉
大
夫
新
／
安
范

原
易
書
於
武
林
薇
垣
右
署
之
素
／
絲

齋
」
と
あ
り
、
底
本
は
萬
曆
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
刻
本
。『
槐
記
』
享
保
十
四
年

十
二
月
二
十
一
日
條
に
は
『
典
籍
便
覽
』
は
「
堀
正
脩⑲
ガ
本
ナ
リ
」
の
注
が
あ
る
。

本
書
は
他
本
の
校
訂
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
家

は
こ
の
本
を
高
く
評
價
し
て
い

（31）天工開物圖 （31）天工開物

（32）緝柳編



五
二
二

794

た
よ
う
だ
。

（
35
）
海
錄
碎
事
存
十
五
卷
缺
七
卷
、
四
册
、
宋
・
葉
廷
珪 

撰
、
カ
／
102

半
葉
十
行
、
行
二
十
字
。
卷
八
上
、
九
上
、
十
四
至
十
七
、
二
十
を
缺
く
。
本
篇

首
葉
に
「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。
鴇
羽
地
梔
色
唐
草
草
花
文
表
紙
（
二
九
・
二
×

二
一
・
〇
糎
）
に
打
附
け
書
き
の
外
題
、本
文
と
も
に
家

筆
。
南
宋
前
期
に
編
纂
さ

れ
た
類
書
で
、
今
で
は
散
逸
し
た
書
物
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
朱
引
き
、
朱
の

斷
句
・
圈
點
・
合
點
が
施
さ
れ
て
、
精
讀
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
紹
興
十
九
年
の

原
序
の
後
に
「
嘉
泰
甲
子
之
歲
良
月
吉
日
建
安
葉
氏
鼎
新
鏤
板
于
／
家
塾
」
の
刊
記

が
あ
り
、宋
の
嘉
泰
四
年
（
一
二
〇
四
）
葉
氏
家
塾
本
が
底
本
で
あ
ろ
う
。
現
在
目
に

す
る
こ
と
の
で
き
る
明
・
萬
曆
二
十
六
年
劉
鳳
刻
本
と
は
別
系
統
で
あ
り
、
宋
本
の

姿
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
本
書
は
貴
重
で
あ
る
。

（
36
）
百
廿
詠
、
二
册
、
唐
・
李
嶠 

撰
、
リ
／
6

半
葉
八
行
、
一
行
は
上
下
段
に
分
け
各
五
字
一
句
を
配
し
、
楷
書
で
記
さ
れ
て
い

る
。
打
紙
を
用
い
、
縹
色
表
紙
（
二
九
・
六
×
二
〇
・
九
糎
）
に
白
い
本
題
簽
が
見
え

る
が
さ
ら
に
紅
色
の
題
簽
を
重
ね
、
打
附
け
書
き
の
外
題
「
唐
李
嶠
雜
詠
」
は
家

筆
。
本
文
は
他
筆
。
墨
引
き
、墨
の
返
り
點
お
よ
び
圈
發
（
聲
點
）、朱
の
ヲ
コ
ト
點
、

薄
墨
で
本
文
校
訂
お
よ
び
傍
訓
が
施
さ
れ
て
い
る
。
末
一
丁
に
家

の
「
李
嶠
爲
兒

時
、
夢
人
遺
雙
筆
、
自
是
有
文
辭
、
十
五
通
五
經
、
二
十
擢
進
士
第
、〔
本
傳　

畫
一

元
龜
丙
部
卷
之
七
十
學
問
門
幼
學
〕」
の
書
入
れ
が
あ
る
。

（
37
）
李
嶠
雜
詠
〔
百
二
十
首
〕、
一
册
、
唐
・
李
嶠 

撰
、
リ
／
7

半
葉
八
行
、
行
十
六
字
。
楷
書
行
書
で
記
さ
れ
て
い
る
。
若
葉
地
に
薄
葉
色
の
唐

草
花
文
の
蠟
箋
表
紙
（
二
八
・
八
×
二
一
・
〇
糎
）
に
打
附
け
書
き
の
「
李
嶠
雜
詠　

〔
百
二
十
首
〕」の
外
題
は
家

筆
。
本
文
は
他
筆
。「
陽
／
明
／
藏
」白
文
方
印
。「
建

（34）典籍便覽

（35）海錄碎事
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久
八
年
」「
建
治
」「
延
文
三
年
」
の
本
奧
が
あ
る
。
本
文
と
同
筆
の
墨
筆
の
校
字
が

施
さ
れ
、
家

筆
の
朱
の
校
訂
が
第
五
葉
「
江
」
詩
ま
で
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次

の
（
38
）「
李
嶠
雜
詠
」
も
同
じ
。

（
38
）
李
嶠
雜
詠
存
一
巻
、
一
册
、
唐
・
李
嶠 

撰
、
リ
／
8

半
葉
七
行
、
行
十
五
字
、
小
字
雙
行
注
、
本
文
と
と
も
に
香
色
表
紙
（
二
六
・
七
×

一
七
・
九
糎
）
に
打
附
け
書
き
の
外
題
「
李
嶠
雜
詠
」
も
家

筆
。
巻
上
（
日
〜
兔
）

の
み
が
殘
る
。
前
掲
の
他
筆
の
二
點
の
李
嶠
詩
を
參
照
さ
れ
た
い
。
な
お
陽
明
文
庫

に
は
古
鈔
本
も
收
藏
す
る⑳
。

（
39
）
御
製
闕
里
檜
賦　

附
御
製
竹
賦
一
卷
、
一
册
、
淸
・
康
煕
帝
カ
／
94

半
葉
八
行
、行
十
六
字
。
打
附
け
書
き
の
外
題「
康

帝
御
製　
〔
檜
賦
／
竹
賦
〕」、

本
文
と
も
に
家

筆
。
全
四
葉
の
册
子
な
が
ら
、
緋
色
表
紙
（
二
六
・
六
×
一
七
・
四

糎
）
が
包
背
裝
で
施
さ
れ
て
い
る
。「
檜
賦
」
は
曲
阜
の
楷
を
詠
じ
る
も
の
で
あ
る
。

程
順
則
か
ら
贈
ら
れ
た
「
楷
盃
」
と
關
係
す
る
か
。
墨
筆
で
返
り
點
送
り
假
名
を
附

す
。
他
の
收
藏
を
檢
索
し
得
な
い
。

（
40
）
東
遊
草　

附
道
本
詩
、
一
册
、
淸
・
方
瑾 

等
撰
、
ト
／
1

半
葉
七
行
、
行
十
六
字
。
香
色
表
紙
（
二
六
・
〇
×
一
七
・
三
糎
）
に
墨
の
「
東
遊

草
」
の
下
に
朱
の
「
道
本
詩
」
を
打
附
け
書
き
す
る
。
首
葉
書
題
の
次
行
に
「
聖
壽

山
閩
中
釋

高
傳
稿
」
と
あ
り
、
引
に
は
閩
の
釋

亭
と
あ
る
。
釋

亭
に
は
「
蕭

鳴
集
一
卷
」、ま
た
『
國
書
總
目
錄
』
に
『
蕭
鳴
草
隨
意
草
拾
遺
東
遊
草
』（
未
見
）
が

あ
る
。
長
崎
を
訪
れ
た
董
宜
叶
が
攜
え
て
き
た
詩
卷
に
、
閩
か
ら
來
日
し
、
長
崎
聖

壽
山
崇
幅
寺
の
六
代
目
住
職
と
な
っ
た
禪
僧
の
黃
檗
道
本
（
法
諱
は
寂
傳
）
が
唱
和
し

た
詩
集
。
方
瑾
の
跋
に
「
附
梓
以
公
知
詩
者
」
と
あ
り
、
底
本
は
刻
本
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。「
東
遊
草
」
六
葉
は
家

の
筆
に
な
り
、「
道
本
詩
」
二
葉
は
別
筆
で
あ
る
。

（39）康熙帝御製檜賦

（40）東遊草
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（
41
）
淸
朝
詩
、
一
册
、
淸
・
康
煕
帝 

釋
紀
蔭 

他
撰
、
シ
／
185

半
葉
九
行
、
行
二
十
字
、
本
文
と
と
も
に
、
錆
淺
葱
地
簀
の
子
漉
文
樣
表
紙

（
二
七
・
九
×
一
九
・
七
糎
）
の
外
題
「
淸
朝
詩
」
は
家

に
よ
る
。
卷
頭
は
「
天
章
雲

煥
」。「
康
熙
乙
酉
新
秋
高
旻
紀
蔭
恭
識
」
と
あ
り
、康
熙
四
十
四
年
（
一
七
〇
五
）
揚

州
天
寧
寺
で
の
康
熙
帝
と
皇
子
、
臣
下
、
僧
侶
ら
の
唱
和
詩
を
十
五
葉
に
鈔
寫
す
る
。

後
に
「
宙
亭
別
錄 〔
燕
遊
草 

康
熙
三
十
八
年
〕」「
御
製
詩
一
首　
〔
賜
紀
蔭
〕」
八
葉

を
附
錄
す
る
。
宙
亭
は
釋
紀
蔭
の
室
號
。
ち
な
み
に
康
熙
帝
が
し
ば
し
ば
巡
幸
し
た

こ
と
は
有
名
で
、
康
熙
三
十
八
年
（
一
六
九
九
）
に
は
第
三
次
の
、
康
熙
四
十
四
年
に

は
第
五
次
の
南
巡
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
の
底
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
會
に
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
42
）
百
花
鳥
圖
詩
、
一
册
、
淸
・
張
廷
玉 
鄂
爾
泰 

撰
、
ヒ
／
12

半
葉
十
行
、
行
二
十
字
。
白
綿
紙
を
用
い
、
赤
茶
地
空
押
し
笹
草
花
文
表
紙

（
二
六
・
七
×
一
七
・
三
糎
）
を
施
す
。
打
附
け
書
き
の
外
題
「
百
鳥
詩
卷
」、
本
文
と

も
に
家

筆
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。
末
尾
に
堀
井
冽
の
跋
文
「
此
書
原
本
誤

訛
頗
多
、
且
書
且
改
、
其
有
不
可
知
者
／
姑
因
舊
貫
云
／
丁
卯
孟
春
十
七
日　

井
洌
」

を
載
せ
る
。
同
じ
跋
文
が
國
會
圖
書
館
藏
鈔
本
の
『
百
花
鳥
圖
詩
』（
特
1-

523
）
に

も
見
え
る
。

（
43
）  

文
章
緣
起
註
一
卷
續
一
卷
、
一
册
、
梁
・
任
昉 

撰
、
明
・
陳
懋
仁 
註
、（
續
）

明
・ 

陳
懋
仁 

撰
、
フ
／
27 

半
葉
十
行
、
行
十
八
字
、
四
周
單
邊
、
有
界
の
稿
紙
を
用
い
る
。
辰
砂
色
地
南
天
・

小
柄
伏
蝶
の
蠟
箋
表
紙
（
二
六
・
六
×
一
八
・
〇
糎
）
に
「
文
章
緣
起
註
」
の
外
題
は
、

本
文
と
も
に
家

筆
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。「
文
章
緣
起
註
續
序
」
に
「
崇

禎
壬
午
（
十
五
年
、
一
六
四
二
）
陬
月
福
唐
林
古
度
讀
」
と
あ
り
、
底
本
は
崇
禎
刊
本

で
あ
ろ
う
。
明
末
淸
初
の
人
、
林
古
度
（
一
五
八
〇
〜
一
六
六
六
）
は
、
字
は
茂
之
、

那
子
、
福
建
福
淸
の
人
で
あ
る
が
、
崇
禎
の
こ
ろ
金
陵
に
移
り
、
曹
學
佺
『
全
蜀
藝

文
志
』
等
を
刻
し
て
い
る
。

（41）宙亭別錄 （41）清朝詩
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（
44
）

溪
漁
隱
叢
話
六
十
卷 

後
集
四
十
卷
、
十
一
册
、
宋
・
胡
仔 

撰
、
キ
／
22

半
葉
十
三
行
、
行
二
十
二
字
、
打
紙
を
用
い
、
暗
黃
綠
地
雲
母
刷
り
唐
草
文
表
紙

（
二
七
・
〇
×
一
九
・
四
糎
）
に
打
附
け
書
き
の
外
題
「
漁
隱
叢
話
」
は
家

筆
。
本
文

は
寄
合
い
書
き
。「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。
序
の
あ
と
に
「
偸
南
臨
川
書
／
堂
鼎

新
繡
梓
」
と
あ
り
、
內
閣
文
庫
に
同
版
の
江
戶
初
鈔
林
（
大
學
頭
）
家
本
を
所
藏
す

る
。
本
書
の
底
本
は
散
佚㉑
。
郭
外
上
頭
に
稀
に
朱
墨
の
校
字
お
よ
び
墨
の
書
入
れ
が

あ
る
。
第
一
册
お
よ
び
第
六
册
に
は
朱
の
斷
句
お
よ
び
朱
引
き
が
、
第
二
・
三
・
五

册
は
斷
句
の
み
が
施
さ
れ
、
第
四
册
に
は
無
い
。
後
集
は
卷
二
の
途
中
ま
で
朱
引
き

が
施
さ
れ
て
い
る
。『
槐
記
』
に
は
享
保
十
年
十
月
朔
日
條
に
「
瀛
奎
律
髓
、漁
隱
叢

話
、
天
中
記
、
詩
藪
」
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）
韻
語
陽
秋
二
十
卷
、
四
册
、
宋
・
葛
立
方
撰
、
イ
／
25

半
葉
十
行
、
行
二
十
字
、
各
條
第
二
行
以
下
は
低
一
格
。
香
色
表
紙
（
二
三
・
五
×

（42）百花鳥圖詩（43）文章緣起註

（44）漁隱叢話
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一
六
・
二
糎
）に
貼
附
の
紅
色
題
簽
の
書
題
は
家

筆
。
本
文
は
他
筆
。
竹
紙
を
使
用
。

「
陽
／
明
／
藏
」
白
文
方
印
。「
新
刊
韻
語
陽
秋
序
／
正
德
丁
卯
（
二
年
一
五
〇
七
）
七

月
之
望　

都
穆
序
」
お
よ
び
「
重
　

韻
語
陽
秋
後
引　

正
德
二
年
葛
諶
識
」
と
あ

る
。
卷
四
の
第
五
葉
六
葉
は
原
缺
、
卷
三
に
郛
子
條
が
重
複
し
て
お
り
、
重
刻
正
德

本
に
出
る
蒹
葭
堂
寫
本㉒
と
同
系
統
で
あ
る
。

四
、
收
藏
の
年
代
と
關
心

前
節
に
紹
介
し
た
諸
本
の
う
ち
そ
の
鈔
寫
の
年
が
判
明
す
る
も
の
は
多
く
な
い

が
、
元
祿
七
年
の
『
千
字
文
音
決
一
卷
』、
享
保
七
年
の
『
畫
一
元
龜
』
の
二
書
は
識

語
に
よ
り
鈔
寫
の
年
が
確
定
で
き
、
元
祿
十
二
年
の
記
載
が
あ
る
『
古
今
法
書
苑
』

も
あ
ま
り
そ
の
年
を
隔
て
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
山
科
道
安
の
日
記
『
槐
記
』
か

ら
は
、
享
保
六
〜
十
一
年
の
早
い
時
期
に
嘉
靖
本
『
大
唐
六
典
』
を
鈔
寫
し
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
推
定
で
き
、
享
保
十
一
年
に
正
德
版
『
大
唐
六
典
』、
享
保
十
四
年
に

『
賓
退
錄
』
及
び
『
典
籍
便
覽
』
を
、享
保
十
六
年
に
『
儀
禮
圖
式
』
を
入
手
し
た
こ

と
が
分
か
る
。『
百
廿
詠
』『
李
嶠
雜
詠
〔
百
二
十
首
〕』
の
い
ず
れ
か
は
、正
德
元
年

將
軍
家
宣
か
ら
贈
ら
れ
た
新
寫
本
『
李
嶠
雜
詠
』
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
家

の
關
與

は
不
明
な
が
ら
寶
永
三
年
の
奧
書
を
存
す
る
『
名
花

』（『
居
易
堂
淸
課
』
七
種
の
第

四
册
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
含
め
て
も
、
寶
永
四
年
關
白
就
任
か
ら
退
任
後
『
大
唐

六
典
』
の
會
讀
を
開
始
し
た
享
保
六
年
頃
ま
で
の
閒
の
家

自
筆
の
鈔
本
は
確
認
で

き
ず
、
公
務
の
繁
忙
を
し
の
ば
せ
る
。『
槐
記
』
に
も
、
關
白
攝
政
の
閒
の
賜
物
は
書

物
の
代
金
に
あ
て
、「
大
方
ノ
大
部
ナ
ル
書
ニ
テ
モ
、サ
マ
デ
御
苦
勞
ニ
ナ
ラ
ズ
」（
享

保
十
一
年
八
月
三
日
條
）
と
は
い
う
も
の
の
、「
一
日
片
時
モ
御
暇
ナ
シ
。
御
學
問
等
ノ

コ
ト
モ
、思
召
ノ
ヤ
ウ
ニ
ハ
ナ
ラ
ズ
」（
享
保
九
年
九
月
七
日
條
）
と
い
う
回
想
が
事
實

で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

鈔
寫
の
傾
向
も
ま
た
、
關
白
就
任
以
前
と
『
大
唐
六
典
』
の
校
訂
に
心
血
を
注
い

（45）韻語陽秋
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近
衞
家

が
讀
ん
だ
漢
籍
鈔
本

799

だ
關
白
退
任
以
後
と
で
は
お
の
ず
と
異
な
っ
て
い
る
。
內
大
臣
・
右
大
臣
で
あ
っ
た

元
祿
年
閒
、
元
祿
十
二
年
の
『
古
今
法
書
苑
』
に
先
だ
っ
て
、「
元
祿
五
歲
林
鐘
望

日
」
の
奧
書
の
あ
る
外
題
『
法
書
通
釋
』（
30
／
2
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
家

が
自
ら

『
夷
門
廣
牘
』
か
ら
書
法
の
部
分
を
拔
萃
し
た
も
の
で
、
二
卷
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
年
代
不
明
な
が
ら
『
新
刊
唐
荊
川
先
生
稗
編
』
卷
七
十
八
至
卷
八
十
三
す

な
わ
ち
「
文
藝
七　

書
法
」
の
部
分
を
拔
萃
し
た
寄
合
い
書
き
、
他
筆
に
よ
る
『
新

增
格
古
要
論
』
の
卷
二
至
四
の
書
畫
の
拔
萃
な
ど
も
、
あ
る
い
は
こ
の
頃
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
四
點
は
、
い
ず
れ
も
五
針
眼
で
裝
丁
さ
れ
て
い
る
。
三
十
歲
代
の
家

の
關
心
は
書
に
多
く
向
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

關
白
退
任
以
後
は
、
そ
の
鈔
寫
年
代
は
確
定
で
き
な
い
が
、『
大
唐
六
典
』
お
よ
び

そ
の
校
訂
の
た
め
の
法
禮
制
度
關
連
諸
書
や
筆
記
の
一
群
が
あ
る
。『
故
唐
律
疏
議
』

『
儀
禮
圖
式
』
や
『
經
國
大
典
』『
國
朝
五
禮
義
』
な
ど
の
中
國
及
び
朝
鮮
の
禮
法
制

度
關
係
の
書
物
に
加
え
て
『
舊
唐
書
』
な
ど
の
史
書
、
ま
た
各
種
の
筆
記
も
『
大
唐

六
典
』
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
典
籍
便
覽
』
が
堀
正
脩
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
書
物
は
、
六
典
の
會
讀
に
參
加
し
た
儒
者
の

堀
や
松
下
、
禪
僧
の
百
拙
元
養
や
九
峰
元
桂
、
侍
醫
の
山
科
道
安
ら
近
衞
家
の
諸
大

夫
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ま
た
そ
の
關
係
先
か
ら
集
め
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
新
井
白
石
が
獻
呈
し
た
影
鈔
嘉
靖
本
『
大
唐
六
典
』
の
ほ
か
に
、

林
羅
山
手
校
本
『
革
節
卮
言
』
や
、林
家
本
の
み
所
藏
が
確
認
で
き
た
『
漁
隱
叢
話
』

の
鈔
寫
に
も
、
白
石
も
し
く
は
將
軍
家
宣
の
關
與
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
自
筆
鈔

本
で
は
、近
世
以
後
の
海
外
へ
の
關
心
お
よ
び
交
流
を
示
す
一
群
、具
體
的
に
は
『
靖

臺
實
錄
』『
使
琉
球
錄
』
な
ど
の
臺
灣
・
琉
球
情
勢
に
關
連
す
る
諸
本
と
、
ほ
ぼ
同
時

代
資
料
で
あ
っ
た
康
熙
帝
の
『
聖
諭
』『〔
康
熙
帝
〕
御
製
闕
里
檜
賦　

附
御
製
竹
賦
』

『
淸
朝
詩
』が
目
を
ひ
く
。
こ
れ
ら
は
政
治
の
機
微
に
觸
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め

に
他
に
寫
さ
せ
ず
自
ら
筆
を
と
っ
た
も
の
か
。
い
ず
れ
も
底
本
不
詳
だ
が
、『
使
琉
球

錄
』
に
白
石
手
筆
本
が
あ
る
こ
と
は
先
に
記
載
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
は
あ
る

い
は
關
白
退
任
か
ら
閒
も
な
い
閒
に
鈔
寫
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
井
白
石
は

幕
府
に
あ
っ
て
各
種
儀
禮
の
整
備
に
當
た
り
武
家
の
制
度
に
通
じ
て
い
た
ほ
か
、
朝

鮮
通
信
使
と
禮
儀
に
つ
い
て
論
爭
し
、
ま
た
海
外
情
勢
に
關
心
を
抱
い
て
い
た
。
家

も
ま
た
朝
廷
の
立
場
で
海
外
に
關
心
を
寄
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他

筆
の
『
新
刻
增
校
切
用
正
音
鄉
談
雜
字
大
全
』
や
『
廣
東
新
語
』、『
坤
輿
外
記 

七
奇

圖
說
』
な
ど
、
ま
た
寄
合
い
書
き
の
『
東
遊
草
』、
そ
の
他
こ
こ
に
紹
介
で
き
な
か
っ

た
抜
萃
本
『
全
浙
兵
制
考　

附
日
本
風
土
記
』
な
ど
に
も
そ
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
、
四
十
五
點
の
鈔
本
を
紹
介
し
た
。
底
本
を
確
定
で
き
る
も
の
が
少
な
く
、

ま
た
記
述
に
精
粗
が
あ
る
の
は
筆
者
の
力
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
御
示
敎
を
待

ち
た
い
。
從
來
、
殊
に
漢
籍
硏
究
に
お
い
て
近
世
の
鈔
本
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
見
る
と
お
り
、
孤
本
で
あ
る
『
千
字
文
音
決
』
や
そ
の

可
能
性
が
高
い
『
新
刻
增
校
切
用
正
音
鄉
談
雜
字
大
全
』『
紹
興
校
定
經
史
證
類
備
急

本
草
畫
圖
二
十
卷
』『
白
毫
庵
詩
』
な
ど
、ま
た
現
在
一
般
的
で
は
な
い
系
統
の
『
文

章
緣
起
註
』
や
『
漁
隱
叢
話
』、
宋
刊
本
の
系
統
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
『
海
錄
碎
事
』

や
『
賓
退
錄
』、
元
刊
本
に
よ
る
『
書
史
會
要
』
な
ど
、
そ
の
底
本
は
現
在
で
は
稀
覯

で
あ
る
。
ま
た
家

の
鈔
寫
の
後
に
散
在
し
た
『
畫
一
元
龜
』
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の

も
貴
重
で
あ
る
。
家

の
目
で
選
ば
れ
た
、
こ
れ
ら
鈔
本
の
價
値
の
高
さ
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
ま
た
、
貸
借
を
は
じ
め
と
す
る
書
物
の
交
流
か
ら
は
、
家

を
か
な
め

と
し
て
、
京
の
公
家
・
儒
者
・
僧
侶
等
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
幕
府
及
び
江
戶

の
儒
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
が
交

し
て
い
た
樣
子
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
窺
え
た

が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

末
尾
に
な
っ
た
が
、
大
學
院
進
學
を
前
に
お
伺
い
し
て
以
來
、
閱
覽
を
快
く
お
許

し
く
だ
さ
り
、
こ
の
度
も
書
影
の
揭
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
財
團
法
人
陽
明
文
庫

理
事
・
文
庫
長
、
名
和
修
先
生
に
厚
く
御
禮
申
し
上
げ
る
。
そ
し
て
一
九
九
八
年
以

來
陽
明
文
庫
の
漢
籍
調
査
を
と
も
に
し
、
多
く
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
芳
村
先
生
に
深
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800

く
感
謝
し
、
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。

注①　
數
字
は
、『
京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
六
十
年
史
』
第
三
章 

圖
書
の
運
用
、第
三
節 

藏

書
（
京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
。

②　

田
島
公
編『
近
衞
家
名
寶
か
ら
た
ど
る
宮
廷
文
化
史

―
陽
明
文
庫
が
傳
え
る
千
年

の
み
や
び
』、
Ⅳ
1
、
芳
村
弘
道
「
陽
明
文
庫
の
漢
籍

―
優
品
三
十
六
點
を
嚴
選
解

說
」（
笠
閒
書
院
、平
成
二
十
八
年
）、ま
た
拙
文
「
漢
籍
善
本
紹
介－

陽
明
文
庫
（
一
）

〜
（
四
）」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
敎
育
』
第
二
十
八
〜
三
十
一
號
（
硏
文
社
）
一
九
九
九

〜
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
ど
ち
ら
も
書
影
を
揭
載
し
て
い
る
の
で
、
參
照
さ
れ
た
い
。

③　

前
揭
書
『
近
衞
家
名
寶
か
ら
た
ど
る
宮
廷
文
化
史
』、
Ⅳ
2
、
島
谷
弘
幸
「
近
衞
家

の
書
跡

―
そ
の
價
値
と
魅
力
」
の
四
「
近
衞
家

（
豫
樂
院
）
と
書
」
參
照
。

④　
『
近
衞
家

公
遺
墨
展
覽
會
目
錄
』（
京
都
博
物
館
、
一
九
三
五
年
）（
國
會
圖
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

⑤　

池
邊
義
象
「
陽
明
家
の
藏
本
」
に
は
「
豫
樂
院
殿
ハ
、
實
に
大
文
豪
な
り
き
、
右
藏

本
の
中
に
、
自
ら
書
寫
せ
ら
れ
た
る
者
少
な
か
ら
ず
、
中
に
も
、
宋
文
鑑
目
錄
三
册　

太
平
御
覽
目
錄
四
册　

稗
海
要
錄
一
册　

法
書
類
纂
一
册　

百
家
名
書
錄
二
册　

佩

文
齋
廣
羣
芳

廿
五
册　

の
如
き
、
或
ハ
細
楷
、
或
ハ
行
書
、
そ
の
筆
迹
の
正
し
く
美
ウ
ル
ハ

し
き
こ
と
、
今
の
世
に
並
ぶ
べ
き
者
な
く
、
古
人
に
も
多
く
ハ
得
ら
れ
ざ
る
べ
し
」
と

あ
る
（『
如
蘭
社
話
』
卷
四
十
七
、明
治
四
十
五
年
三
月
）。
家

の
鈔
本
に
つ
い
て
の

數
少
な
い
言
及
で
あ
る
が
、書
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
如
蘭
社
に
つ
い

て
は
深
萱
和
男
「
資
料
紹
介
『
如
蘭
社
話
』」（『
名
古
屋
大
學
國
語
國
文
學
』
第
四
號
、

一
九
六
〇
）
參
照
。

⑥　

元
和
七
年
銅
活
字
版
敕
版
『
皇
朝
類
典
』
を
印
行
し
、宮
中
行
事
の
復
興
に
取
り
組

み
、
京
の
諸
藝
能
を
發
展
さ
せ
た
院
が
晚
年
最
も
親
し
ん
だ
の
が
常
子
內
親
王
で
、
家

は
生
ま
れ
て
閒
も
な
い
九
月
に
母
に
連
れ
ら
れ
て
參
上
し
た
の
を
最
初
と
し
て
、延

寶
八
年
八
月
に
院
が
崩
御
す
る
ま
で
し
ば
し
ば
面
會
し
て
い
る
。

⑦　

新
井
白
石
は
、
家
宣
・
家
繼
の
將
軍
宣
下
の
儀
式
に
も
參
列
し
て
い
る
。

⑧　

綠
川
明
憲「
江
戶
時
代
の
公
家
は
本
當
に
貧
乏
だ
っ
た
の
か
？

―
近
衞
家

を
支

え
た
經
濟
力
」（『
三
田
國
文
』
四
十
二
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）、ま
た
『
豫
樂
院
鑑
』

二
一
一
頁
參
照
。

⑨　

前
揭
「
近
衞
本
『
大
唐
六
典
』
の
板
行
と
京
儒
の
か
か
わ
り
」
參
照
。
新
井
白
石
獻

呈
の
鈔
本
は
京
都
大
學
近
衞
文
庫
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
「
寶
永
庚
寅

（
七
）
歲
季
冬
日
／
攝
政
家

志
」
の
識
語
が
あ
り
、
一
見
し
て
意
氣
投
合
し
た
白
石

に
『
大
唐
六
典
』
を
搜
索
し
て
い
る
が
購
入
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
を
話
し
た
と
こ

ろ
、
白
石
が
以
前
手
寫
し
た
も
の
を
贈
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑩　

角
田
多
加
雄
「
六
諭
衍
義
大
意
前
史

―
六
諭
衍
義
の
成
立
と
、そ
の
日
本
傳
來
に

つ
い
て
」『
慶
應
義
塾
大
學
大
學
院
社
會
學
硏
究
科
紀
要
：
社
會
學
心
理
學
敎
育
學
』

二
十
四
、
一
九
八
四
年
。
高
津
孝
「
琉
球
に
お
け
る
書
物
受
容
と
敎
養
」（『
琉
球　

交

す
る
歷
史
と
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
に
書
影
を
揭
載
す
る
。

⑪　

水
戶
藩
と
の
書
籍
の
交
流
記
事
も
多
い
。後
水
尾
院
の
實
弟
で
も
あ
る
家

の
曾
祖

父
信
尋
の
娘
の
尋
子
は
、
水
戶
光
圀
に
嫁
い
で
お
り
、
近
衞
家
と
水
戶
藩
と
は
姻
戚
關

係
に
あ
る
。

⑫　
『
豫
楽
院
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
長
崎
經
由
の
舶
載
書
籍
に
つ
い
て
は
、
京
都
在
住
の
長

崎
商
人
日
野
屋
喜
右
衞
門
が
取
り
次
ぎ
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
五
月
二
十
一
日
、

銀
九
貫
目
で
彼
か
ら
「
唐
本
藏
經
」
を
購
入
。
享
保
九
年
（
一
七
二
八
）
五
月
十
九
日

に
は
淸
國
よ
り
新
た
に
舶
載
さ
れ
た
書
籍
の
目
錄
が
到
來
し
て
い
る
。
八
月
二
十
日
、

明
・
謝
在
杭
舊
藏
の
『
集
韻
』
を
入
手
。
享
保
十
一
年
（
一
七
三
〇
）
に
は
、
淸
國
よ

り
舶
載
さ
れ
た
『
陸
氏
全
書
』
八
十
册
お
よ
び
『
黃
帝
內
經
類
纂
約
註
』、
淸
・
汪
昂

撰
の
『
本
草
備
要
』
を
購
入
。
十
二
月
五
日
頃
、正
德
本
『
大
唐
六
典
』
を
入
手
。
こ

れ
ら
の
記
錄
か
ら
、
彼
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
享
保
以
後
と
考
え
ら
れ

る
。

⑬　

拙
論
「『
槐
記
』
に
み
え
る
近
衞
家

の
讀
書
生
活
」（『
和
漢
比
較
文
學
』
創
刊
號
、

一
九
八
五
年
十
月
）。

⑭　
『
大
唐
六
典
考
訂
』
の
完
成
は
、
元
文
四
年
十
二
月
二
十
八
日
、
ま
ず
廣
島
藩
へ
通

知
さ
れ
て
い
る
。

⑮　

高
橋
俊
和
「
近
衞
本
『
大
唐
六
典
』
の
板
行
と
京
儒
の
か
か
わ
り

―
元
文
四
年

十
二
月
藏
板
成
就
說
」（『
國
語
國
文
』
第
七
十
五
卷
第
九
號
、
二
〇
〇
六
年
、『
堀
景

山
傳
考
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
に
再
收
）。

⑯　

な
お
家

は
、
し
ば
し
ば
白
居
易
の
詩
や
、
歐
陽
脩
や
蘇
軾
の
賦
等
の
名
作
を
臨
書

し
た
り
贈
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
書
作
品
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
、
ま
た
法
帖
や
佛
典

に
つ
い
て
は
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
。
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⑰　

藤
本
幸
夫
『
日
本
現
存
朝
鮮
本
硏
究　

史
部
』（
東
國
大
學
校
、
二
〇
一
八
年
、

九
六
四
〜
九
六
五
頁
）「
史
１
９
２
３
」
に
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。

⑱　

前
揭
『
日
本
現
存
朝
鮮
本
硏
究　

史
部
』「
史
１
７
２
５
」（
八
八
三
〜
八
八
四
頁
）

參
照
。

⑲　
『
槐
記
注
釋
』（
立
命
館
出
版
部
、
一
九
三
七
年
）
に
よ
る
。
高
橋
俊
和
氏
の
前
揭

「
近
衞
本
『
大
唐
六
典
』
の
板
行
と
京
儒
の
か
か
わ
り
」
お
よ
び
「
堀
景
山
（
正
脩
の

從
弟
）
小
傳
」（『
鈴
屋
學
會
報
』
第
十
六
號
、
一
九
九
九
年
、『
堀
景
山
傳
考
』
に
再

收
）
に
、
堀
正
脩
の
學
統
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑳　

山
崎
明
「
百
二
十
詠
詩
注
解
題
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
號
、
二
〇
一
五
年
）

に
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。

㉑　

慶
應
義
塾
大
學
展
覽
會
『
本
の
蟲
本
の
鬼
』
カ
タ
ロ
グ
（
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究

所
斯
道
文
庫
・
慶
應
義
塾
大
學
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
六
月
）
の
8
『
漁

隱
叢
話
前
集
六
十
卷
後
集
四
十
卷
』
の
解
說
（
住
吉
朋
彥
執
筆
）
參
照
。

㉒　

芳
村
弘
道
「『
韻
語
陽
秋
』
の
傳
本
に
つ
い
て
」（『
學
林
』
第
十
一
號
、
一
九
八
八

年
十
一
月
、『
唐
代
の
詩
人
と
文
獻
硏
究
』
中
國
藝
文
硏
究
會
、二
〇
〇
七
年
に
再
收
）。

（
東
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
）


